
独立行政法人種苗管理センターの
農林水産植物の品種登録に係る栽培試験

及び農作物の種苗の検査に
係る官民競争入札等の検討について

平成１９年１０月１日
農林水産省生産局
独立行政法人種苗管理センター

官民競争入札等監理委員会分科会ヒアリング資料２



○ 農林水産植物の品種登録に係る栽培試験につい

て、官民競争入札等を実施しない理由

（答）

１ 品種登録は、知的財産権である新品種の育成者権を付

与する行政処分であり、新発明に係る特許権の設定と同

様の性格を有するものである。

品種登録は、新品種の育成者に排他的利用権を認め、

他者による利用を排除するという効力を有するものであ

るため、品種登録を行うかどうかの審査の前提となる栽

、 。培試験については 厳正かつ公平に行われる必要がある

２ この点について、栽培試験は、技術的には、出願品種

に最も類似した対照品種を選定し、同一条件の下で実際

に栽培を行い、相対的な比較調査により特性データ（花

の大きさ・形・色、病害抵抗性の有無等）を得るもので

あるが、こうした相対比較試験の性質上、実施場所、試

験条件の統一が精度に大きく影響することから、正確な

データを得るためには極力同一主体が継続して行う必要

がある。これを様々な実施主体が担うことは、データの

統一性を欠き、品種登録の審査の基礎となるデータの信

用性が著しく損なわれ、品種登録制度の科学的な運用の

根幹を揺るがしかねない。

３ また、出願から品種登録に要する期間を短縮すること

、 、が大きな行政課題に掲げられており その切り札として

国際間における審査データの相互使用により審査の効率

化を図ろうとする取組が進みつつある。その際、栽培試

験は海外においても国や国に準ずる機関が実施してお

り、その他の機関が実施したデータの交換がなされてい

ないことから、このような国際審査協力において、我が

国のみが孤立してしまうおそれがある。



４ なお、１８年度から、中立・公正性及び秘密保持の確

保に留意しつつ、栽培条件により形質の発現が左右され

にくく、既存品種との明確な区別性等の判定が容易であ

る一部の植物の種類について、公募による委託栽培試験

を実施しているところであるが、応募機関は数機関に限

られ、また、受け入れ能力にも限界があり、公募対象に

対して応募が満たない状況にある。

５ 以上のことから、栽培・調査が比較的容易で、かつ、

国際審査協力の対象とならない一部の植物については委

託による栽培試験を継続していくものの、栽培試験は引

き続き独立行政法人である種苗管理センターが責任を持

って実施することが不可欠であり、官民競争入札の対象

とすることは適当でないと考える。



○ 農作物の種苗の検査について、官民競争入札等

を実施しない理由。

（答）

１ 種苗管理センターが実施する農作物に関する検査業務

は 「種苗法」に基づくもの 「遺伝子組換え生物等の、 、

使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律

（カルタヘナ法 」に基づくもの 「ＯＥＣＤ種子品種） 、

証明制度に基づくもの 「ＥＣ向け輸出野菜種子公的」、

管理」に基づくものがある。

２ このうち 「種苗法」及び「カルタヘナ法」に基づく、

種苗検査については、

① 検査対象が違法行為を行っていると確認された場合

は販売禁止命令等の厳しい行政処分に直結し、検査を

拒否した者に対しては刑罰が科されるなど、公権力の

行使としての性格が極めて強いこと

② 専門的な知識と特殊な検査技術を必要とし、これら

を有する種苗管理センター以外の機関は、監督の対象

となる種苗業者に限られること

③ カルタヘナ法に基づく検査については、遺伝子組換

え作物（ＧＭＯ）を扱うものであり、食の安全・安心

、 、に深く関わるところ 民間主体が行うことについては

国民の理解が得られないこと

から官民競争入札の対象とすることには馴染まない。

３ また 「ＯＥＣＤ種子品種証明制度」及び「ＥＣ向け、

輸出野菜種子公的管理」に基づく検査及び公的な品種証

明書の発行については、本制度は加盟国間で、政府又は

政府が指定した公的機関が実施することが国際約束上定

められていることから、民間主体が実施することはでき

ず、官民競争入札の対象とすることには馴染まない。



４ 以上のことから、種苗検査は引き続き独立行政法人で

ある種苗管理センターが実施することが必要不可欠であ

り、官民競争入札の対象とすることは適当でないと考え

る。



（平成19年1月1日現在）

（独）種苗管理センター組織図
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十勝農場
総面積 266.5ha 職員数 29

ばれいしょ

十勝農場
総面積 266.5ha 職員数 29

ばれいしょ

主要業務

八岳農場
総面積112.9ha 職員数 19

栽培試験 遺伝資源
ばれいしょ(平成18年度末で廃止)

八岳農場
総面積112.9ha 職員数 19

栽培試験 遺伝資源
ばれいしょ(平成18年度末で廃止)

主要業務

主要業務

胆振農場
総面積 303.8ha 職員数 24

ばれいしょ

胆振農場
総面積 303.8ha 職員数 24

ばれいしょ

主要業務

上北農場
総面積 197.7ha 職員数 22

ばれいしょ 遺伝資源

上北農場
総面積 197.7ha 職員数 22

ばれいしょ 遺伝資源

主要業務

雲仙農場
総面積 75.5ha 職員数 23

栽培試験 ばれいしょ
遺伝資源

雲仙農場
総面積 75.5ha 職員数 23

栽培試験 ばれいしょ
遺伝資源

主要業務

鹿児島農場
総面積 20.3ha 職員数 15

さとうきび 遺伝資源

鹿児島農場
総面積 20.3ha 職員数 15

さとうきび 遺伝資源

主要業務

久留米分室
(平成18年度末で廃止)
総面積 0.3ha 職員数 (1)

久留米分室
(平成18年度末で廃止)
総面積 0.3ha 職員数 (1)

嬬恋農場
総面積304.6ha 職員数 21

ばれいしょ 調査研究

遺伝資源

嬬恋農場
総面積304.6ha 職員数 21

ばれいしょ 調査研究

遺伝資源

主要業務

知覧農場
総面積 4.0ha 職員数 7

栽培試験 遺伝資源
茶（平成18年度末で廃止）

知覧農場
総面積 4.0ha 職員数 7

栽培試験 遺伝資源
茶（平成18年度末で廃止）

主要業務

沖縄農場
総面積 49.9ha 職員数 21

さとうきび 調査研究
遺伝資源

沖縄農場
総面積 49.9ha 職員数 21

さとうきび 調査研究
遺伝資源

主要業務

西日本農場
総面積 15.8ha 職員数 32

栽培試験 種苗検査
遺伝資源

西日本農場
総面積 15.8ha 職員数 32

栽培試験 種苗検査
遺伝資源

主要業務

金谷農場
総面積 2.6ha 職員数 7

栽培試験 遺伝資源

金谷農場
総面積 2.6ha 職員数 7

栽培試験 遺伝資源

主要業務

役職員数（監事を除く）：３２７名（平成19年1月1日現在）

○農場等の配置状況

本 所
総面積 2.4ha 役職員数 62
企画･調整 栽培試験
種苗検査 調査研究

本 所
総面積 2.4ha 役職員数 62
企画･調整 栽培試験
種苗検査 調査研究

北海道中央農場
総面積 201.4ha 職員数 26

種苗検査 ばれいしょ
調査研究 遺伝資源

北海道中央農場
総面積 201.4ha 職員数 26

種苗検査 ばれいしょ
調査研究 遺伝資源

後志分場
総面積363.2ha職員数19

ばれいしょ

後志分場
総面積363.2ha職員数19

ばれいしょ

主要業務

主要業務



独立行政法人種苗管理センターの見直しの基本的な考え方

事務・業務の内容事務・業務の内容 事務・業務の特徴事務・業務の特徴

○ 新品種である出願品種を栽培し、品種登録の要件を確認するための
特性調査を実施するとともに、登録品種の「育成者権」侵害に関する相
談、情報収集・提供、品種類似性試験を実施

○ 新品種である出願品種を栽培し、品種登録の要件を確認するための
特性調査を実施するとともに、登録品種の「育成者権」侵害に関する相
談、情報収集・提供、品種類似性試験を実施

農林水産植物の品種登録に係る栽培試験

○ 流通段階の種苗を集取し、表示内容や発芽率、純度等の品質に関す
る検査を実施
○ 遺伝子組換え生物を使用している場所等への立入検査や国際種子検
査規程に基づく種子の品質検査を実施

○ 流通段階の種苗を集取し、表示内容や発芽率、純度等の品質に関す
る検査を実施
○ 遺伝子組換え生物を使用している場所等への立入検査や国際種子検
査規程に基づく種子の品質検査を実施

農作物の種苗の検査

○ 優良種苗の増殖に必要な、健全無病の原原種（元だね）を安定供給
○ 全国的な需給調整により、需要に見合った原原種を確実に配布

○ 優良種苗の増殖に必要な、健全無病の原原種（元だね）を安定供給
○ 全国的な需給調整により、需要に見合った原原種を確実に配布

ばれいしょ及びさとうきびの増殖に必要な種苗の生産及び配布

○ ＵＰＯＶ条約及び種苗法に基づき、出願品種の審査の一部として行う
ものであり、知的財産権である「育成者権」の付与の根幹をなす事務・
事業であるため、中立公正性の保持が必要
○ 海外での品種の保護や審査の迅速化を図るため、国際間の試験デ
ータの共有化が必要
栽培試験（ＤＵＳテスト）は相対比較試験であり、実施場所、試験条件

の統一が精度に大きく影響するため、国際審査協力では公的機関が実
施する統一性のある精度の高いデータが要求される

○ ＵＰＯＶ条約及び種苗法に基づき、出願品種の審査の一部として行う
ものであり、知的財産権である「育成者権」の付与の根幹をなす事務・
事業であるため、中立公正性の保持が必要
○ 海外での品種の保護や審査の迅速化を図るため、国際間の試験デ
ータの共有化が必要
栽培試験（ＤＵＳテスト）は相対比較試験であり、実施場所、試験条件

の統一が精度に大きく影響するため、国際審査協力では公的機関が実
施する統一性のある精度の高いデータが要求される

○ 指定種苗の集取・検査は、販売禁止命令といった行政処分につながる
「公権力の行使」であるため、中立公正性の保持が必要
○ 国際種子検査協会から、病害検査を含む承認を得た承認検査所として 、

国際基準に基づく検査を実施

○ 指定種苗の集取・検査は、販売禁止命令といった行政処分につながる
「公権力の行使」であるため、中立公正性の保持が必要
○ 国際種子検査協会から、病害検査を含む承認を得た承認検査所として 、

国際基準に基づく検査を実施

○ 増殖率が低く病害虫に侵されやすいため、植物防疫法に基づく唯一の
「国内検疫植物」であるばれいしょの原原種を自ら検査・生産し、需給調整
を行う必要
○ 国内検疫による種ばれいしょの厳格な管理は、WTOの衛生植物検疫協
定で認められており、欧州・米国でも国・州等による同様の管理体制を整備

○ 増殖率が低く病害虫に侵されやすいため、植物防疫法に基づく唯一の
「国内検疫植物」であるばれいしょの原原種を自ら検査・生産し、需給調整
を行う必要
○ 国内検疫による種ばれいしょの厳格な管理は、WTOの衛生植物検疫協
定で認められており、欧州・米国でも国・州等による同様の管理体制を整備

○ 業務の高度化・効率化を図るため、新しい技術の開発、応用、実用化
について調査研究を実施

○ 業務の高度化・効率化を図るため、新しい技術の開発、応用、実用化
について調査研究を実施

調 査 研 究

○ 試験研究機関等と協力して調査研究を実施しており、業務に不可欠な
①品種識別のためのDNAマーカーの情報収集・開発、②種苗伝染性病害
の検定手法の開発等に係る調査研究を実施

○ 試験研究機関等と協力して調査研究を実施しており、業務に不可欠な
①品種識別のためのDNAマーカーの情報収集・開発、②種苗伝染性病害
の検定手法の開発等に係る調査研究を実施

○ （独）農業生物資源研究所をセンターバンクとする「ジーンバンク事業」
のサブバンクとして、いも類・果樹類・茶・特用作物等、栄養体で保存する
必要のある植物の保存・特性調査を実施

○ （独）農業生物資源研究所をセンターバンクとする「ジーンバンク事業」
のサブバンクとして、いも類・果樹類・茶・特用作物等、栄養体で保存する
必要のある植物の保存・特性調査を実施

植物遺伝資源の保存及び増殖

○ いも類、麦類、雑穀・特用作物、果樹類、野菜類、花き・緑化植物、茶、
熱帯・亜熱帯植物(約１万点）について10農場で他業務との密接な連携に
より保存・増殖、特性調査等を効率的に実施

○ いも類、麦類、雑穀・特用作物、果樹類、野菜類、花き・緑化植物、茶、
熱帯・亜熱帯植物(約１万点）について10農場で他業務との密接な連携に
より保存・増殖、特性調査等を効率的に実施



有無 内容

農林水産植
物の品種登
録に係る栽
培試験

別紙１ 別紙２ 6 879 57 栽培試験
実施点
数：７０３
点（うち委
託は２９
点）

①栽培試験は、
正確なデータを
得るためには極
力同一主体が継
続して行う必要
がある。
②国際間におけ
る審査データの
相互使用の際
に、海外の栽培
試験は国や国に
準じる機関が実
施しているため、
国際的な審査協
力に支障。
③栽培試験デー
タは、権利付与
の判断材料であ
り、また、企業秘
密の一部である
ので、中立・公正
性及び秘密保持
の確保が可能な
栽培試験実施主
体は限られる。

種苗法
第１５
条第２
項

農林水産
大臣は、
出願品種
の審査に
当たって、
種苗管理
センターに
栽培試験
を行わせ
るものとす
る。

農林水産
植物の品
種登録に
係る栽培
試験

県の機関

県の機関
及び民間
団体

随意契約

公募

1,428千円

1,703千円

1年 種苗法第
１５条第５
項

種苗管理
センター
は、農林水
産大臣の
同意を得
て、栽培試
験を関係
行政機関、
学校その
他適当と認
めるものに
依頼するこ
とができ
る。

内容の詳細
組織図 事業所数

組織体系

（種苗管理センター）

業務量に関連する指標の実績値

その他（18
年度実
績）

事務･事業名

事務事業の内容

規正法令等

有無 内容
予算額（Ｈ19
年度）

（単位：百万円）

定員（Ｈ19年
１月１日現
在）

特定者に限定する
法律上の根拠

現状の外部資源の活用状況（外部委託を実施している場合）

主に議論の対象となる事務･事業の内容について

委託業務
の内容

委託先 委託方法

契約実績

金額 契約年数

特殊事情
の有無



報 告
農

林

水

産

省

栽 培 試 験

登録品種の保存

・対照品種の選定

・実施計画の作成（種苗の提出時期、

実施場所、対照品種の手配等）

・同一条件下で栽培

（出願品種、対照・標準品種等）

・形態的特性、生理生態的特性調査

（区別性、均一性、安定性）

リファレンスコレクション

（種子、栄養体）

○栽培特性調査マニュアル

○生理生態的特性調査マニュアル

一
部
委
託

対照品種

標準品種

基準品種

審査官

保存

出願者

受領報告

依 頼

種 苗 管 理 セ ン タ ー

種類別審査基準案作成

・現地調査

・栽培調査

・種類別審査基準案作成検討会の開催

・報告書作成

出願品種の種子及び種菌（きのこ）の保存

送付

実施状況

報 告

対照品種

問い合せ

使用協議

○

○データベースの構築・開発

供 給

効率化

調査マニュアルの作成

区別性：既存の品種と区別できること

均一性：同一の世代で、その形質が十分均一であること

安定性：繰り返し増殖しても、形質が安定であること

計画の通知

実施方法の通知

別紙１－１



「出願品種」をほ場や温室で栽培し、同一条件下で栽培される「対照品種」

（既存品種のうち、出願品種と最も類似するとして選定したもの）、「標準品

種」（特性を評価するための指標となる既存品種）等と比較しながら、生態的

特性（大きさ、色、形等）及び生理生態的特性（病害抵抗性等）を調査。

○区別性 Distinctness
（既存品種と重要な形質で明確に区別できること）

○安定性 Stability 
（増殖後も形質が安定していること）

○均一性 Uniformity
（同世代で形質が十分均一であること）

【特性表】

栽 培 全 景 （ き く ）

特性調査（花色などの調査） レタスの病害抵抗性検定

　　感受性品種

　　（抵抗性なし）

　　感受性品種

　　（抵抗性なし）

抵抗性品種抵抗性品種

栽培試験とは

別紙１－２



測定の実際（特性調査における測定イメージ）別紙１ ３ 測定の実際（特性調査における測定イメージ）

                                      特     性     表  （グループ１） 

 

農林水産植物 種類名（ ダイア サ ） 種類名 ド 区分 ド

開花時草丈 つぼみの形

別紙１－３

  農林水産植物の種類名（ ダイアンサス）                        種類名コード 10047   区分コード

 

  出 願 品 種 の 名 称         （                 ） 

         （よみ：                 ） 

  出願者の氏名又は名称（              ）      育成者（                ） 

  出 願 者 の 住 所         （                                 ） 

  育 成 地 の 場 所         （                                 ） 

 

球形 円柱形 卵形 楕円形 倒卵形  特 性 調 査 場 所         （                                 ） 

  特 性 調 査 者 の 氏 名         （             ）       対照品種名（最も類似する品種） 

  特 性 調 査 年         （   ．  ．  ）             （                ） 

                              （特性について該当する項目を○で囲んで下さい） 

   出願品種の特性値（標準品種との比較）      対照品種の特性値 区

分 

 

   形  質 

 01  02  03  04  05  06  07  08  09 

   備    考 

 （測定値等）

 (         )  (           ) 

開花時草丈 極 低 中 高 極 図1

球形 円柱形 卵形 楕円形 倒卵形

花径

花径

開花時草丈    極  

低  

低 中  

 

高  極 

高 

図1

花房形成の有

無 

無        有    

１花柄の花数  １  

 花  

複花

数 

       図２   

   

 植 

 物 

 体 

花全体の配列 

 (花房の形) 

 凹  平  凸        図３   

   出願品種の特性値（標準品種との比較）      対照品種の特性値 区

分

   形  質 

 01  02  03  04  05  06  07  08  09

   備    考 

 （測定値等）
 (         )  (           ) 

つぼみの形 球 円 卵 楕  倒       図８    

がくの長さ

側枝数 無 少 中  多  極 

多 

 

節間数 １ ２ ３ ４ ５  

以

上

    図５   

茎長    短   中   長   図５   

茎の太さ    細   中   太   図４   

  

 茎 

 

 

 

 

 

 

 

形 

柱 

形 

形 円

形

卵  

形

花径     小   中   大   図９   

花冠上部の側

面の形 

 凹  平 や凸

や 

 凸      図10   

花冠下部の側

面の形 

 凹  平 や凸

や 

 凸       図11   

 花

 

 

 

 

 

 

 

   出願品種の特性値（標準品種との比較）      対照品種の特性値 区

分  

 

  形  質  01  02  03  04  05  06  07  08  09 

   備    考 

 （測定値等）  (         )  (           ) 

がくの長さ
節間長    短   中   長   図５   

 

 

 

 

 

茎のろう質  無   少   中   多   極 

 多 

   

葉の形  卵 

 

形

 楕  

円 

形

 倒

 卵

形

 線  

 形

 被  

針 

形

       そ 

 の 

他

図６    

 葉 

花の香り  無   弱   中   強   極

 強

   

ほう葉の外裂

片先端の形 

 突  鋭  

突 

           図12   

ほう葉の内裂

片の先端の形 

 突  鋭  

突 

           図12   

がくの形  漏  

斗

 円  

筒

 鐘  つ  

ぼ

      図13   

花弁の色の数  １  ２  ３  ４ ５以

上

       

周小 

囲輪 

縁 条 小 

斑 

周条

囲 

周斑

囲 

縁 

条 

縁 

斑 

周条

囲斑

花弁の色の分

布（色彩模様） 

図17   

花冠の高さ    低   中   高      

がくの長さ   短  中  長      

がく裂片の縦

軸の形 

 凹

 

 平

 

 凸

 

 直           

がく裂片の形  極 

 鋭

や鋭

や 

 鋭          

花弁の主な形 １

型

２ ３ ４ ５ ６   そ他 

の

   

   

花  

 

   

 

花弁の地色

 形   形 形 形  他 

葉長     短   中   長    図７   

葉幅     狭     中    広    図７   

葉巻き程度 巻な 

かい 

 少巻

しく

 巻  

く 

 よ巻 

くく 

 極く 

巻 

   

葉色  黄 

 緑 

 緑  青

緑

 濃

緑

          

斗 

 形 

筒 

 形 

  

 形

ぼ

 形

がく裂片のア

ントシアニン

の着色の有無 

 無  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有    

花の形状 

（花の重ね） 

 一 

  

 重 

 半 

 八  

重 

 八

  

 重

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14   

10  11  12  13  14  15    

縁条 

斑 

条小 

斑 

濃無

淡し

ぼ  

かし

中帯

間状

そ  

の他

   

花弁の地色 ＪＨＳカラーチャート    

 

型 の 

花弁の鋸歯の数    少   中   多      

花弁裏面の色             

花弁の花色の

移行性 

 無    

 

   

 

   

 

  有    

日持ち性   不  

良 

 中  良      



別紙２　組織図

理事長

業務調整部 栽培試験課長 首席品種特性審査役

品種特性審査役

調査員

主任調査員

審査係

計画調整係

品種特性調査役

農場長 品種・生産部長 栽培試験チーム

農場長 調査・保存チーム

農場長 品種調査部長

首席品種特性調査役

品種調査部第1チーム

品種調査部第６チー

品種調査部第５チー

品種調査部第４チー

品種調査部第３チー

品種調査部第２チー

農場長 品種・生産部長 栽培試験チーム

本　所

八岳農場

金谷農場

西日本農場

雲仙農場

知覧農場 農場長 栽培試験チーム

１７名

５名

３．５名

２１．５名

７名

３名

５７名
（理事長及び農場長は
含まず）



有無 内容

別紙１－１
別紙１－２

指定種苗制度に係る検
査
・表示検査；    16,376点
・発芽検査；    　3,130点
・純潔検査；      2,827点
・品種純度検査；  130点
・病害検査；   　 　165点
・遺伝子組換え；   33点

①販売禁止命令等の厳しい行政処分に直結
し、検査を拒否した者に対しては刑罰が科さ
れるなど公権的な性格が極めて強い。.
②専門的な知識と特殊な検査技術を必要と
し、種苗管理ｾﾝﾀｰ以外では監督対象の種苗
業者に限られる。

種苗法 集取及び検査権限の委任
第５３条の２「農林水産大臣は、（略）種苗管
理センター（略）に、種苗業者から検査のた
めに必要な数量の指定種苗を集取させるこ
とができる。」
「種苗管理センター（略）は、（略）検査の結果
を農林水産大臣に報告しなければならな
い。」

なし

別紙１－３
カルタヘナ法に基づく立
入検査
・０点

①販売禁止命令等の厳しい行政処分に直結
し、検査を拒否した者に対しては刑罰が科さ
れるなど公権的な性格が極めて強い。.
②専門的な知識と特殊な検査技術を必要と
し、種苗管理ｾﾝﾀｰ以外では監督対象の種苗
業者に限られる。

遺伝子組換え生物
等の使用等の規制
による生物の多様
性の確保に関する
法律

立ち入り検査等の権限委任
第３２条「農林水産大臣、（略）は（略）独立行
政法人種苗管理センター（略）に対し、その行
為を行う場所、その他の場所に立ち入らせ、
（略）遺伝子組換え生物等を無償で収去させ
ることができる。」 なし

別紙１－４
ＥＣ向け輸出野菜種子
・記録検査；21点
・事後検定；45点

　我が国とＥＣとの協議に基づく「ＥＣ向け輸
出野菜種子公的管理」に従うものである。

ＥＣ向け輸出野菜
種子の品種の維持
に関わる公的管理
に関する要領（農産
園芸局長通知）

検査権限の委任
「４．（１）局長は、（略）種苗管理センターに、
（略）記録を検査させるとともに、検査のため
に必要なサンプルを収集させることができ
る。」

なし

別紙１－４
災害対策用園芸種子の
検査
・０点

　野菜種子の検査を行う第三者機関は他に
存在しない。

園芸種子需給安定
措置要綱（振興局
長通知）

種苗検査の実施
第３「局長は、安全保管種子の種苗検査を種
苗管理センターに行わせることができる」 なし

別紙１－５
てんさい種子品種依頼
証明
・０点

　公的機関が実施することがＯＥＣＤで定めら
れている。

OECD SCHEME
FOR THE
VARIETAL
CERTIFICATION
OF SUGAR BEET
AND FODDER
BEET SEED
MOVING IN
INTERANTIONAL

6.4.2.1「試料種子は指定機関が指定した公
的検査所で検査しなければならない。」

なし

別紙１－５

依頼検査
・国内；626点
　　　    　(1,109事項)
・国際；321点
　  　　    　(756事項)

無

なし

特殊事情
の有無

組織図

17別紙２

事業所数

予算額
（Ｈ19年度）
（単位：
百万円）

定員（Ｈ19年
１月１日現在）

その他

農作物の種
苗の検査

3 216

業務量に関連する指標の実績値

現状の外部資源の活用状況（外部委託を実施している場合）

委託業務
の内容

委託先 委託方法

契約実績

金額 契約年数

主に議論の対象となる事務･事業の内容について

（種苗管理センター　）

事務･事業名

事務事業の内容

内容の詳細

組織体系

有無

規正法令等

内容

特定者に限
定する

法律上の根
拠



指定種苗制度の概要

第２条：種苗業者
・指定種苗の販売を業とする者

種苗法第２条：指定種苗
・種苗のうち、販売に際して品種識別を容易にするため、
一定事項を表示すべきもの

・農林水産大臣が指定する

第５０条
・指定種苗についての表示義務

第５２条
・指定種苗の生産等に関する基準の遵守義務

第４９条
・届出義務

違反者に対する措置等

・届出（４９条関係）：罰金

・表示（５０条関係）：

改善命令、販売禁止

・基準（５２条関係、

遺伝子組換え作物検査を除く）：

勧告、公表

別紙１－１



農 産 省

行政指導、行政処分

別紙１－２

農 林 水 産 省

大臣指令書 検査結果大臣指令書

指
示報

告

検査結果

期日、場所

検査実施

種 苗 業 者

改善報告書

告種類

苗管

表示検査

照会

検査結果に問題があった場合

改善報告書種苗管理センター

品 質 検 査 集取

発芽検査 純潔種子検査 品種純度検査 病害検査 遺伝子組換え種子検査



農林水産省

検査員による
検体の分析検査

質問、
GMO・施設等
物件の検査

GMO等の
収去

大臣指示

G
M
O
取
扱
場
所
等

検査内容 検査結果

カルタヘナ法に基づく立入検査の流れ

　
G
M
種
子
検
査
施
設

報告書作成

＜立入検査＞

検査員による
立入検査

別紙１－３

被検者

種苗管理センター

報告



ＥＣ向け輸出野菜種子の検査

ＥＣ

種苗管理センター

農林水産省種苗業者

別紙１－４

輸出種子の公的管理要請

品種登録

種子輸出

品種登録に
関する報告

改善指導

検査
・種子の生産関係記録
・サンプルの保管状況
・事後検定用サンプル
の収集

・品種登録状況の通知
・記録の検査、事後検定用
サンプルの収集及び事後
検定の指示

・検査計画
・報告
記録及びサンプル保管状況
事後検定結果

災害対策用園芸種子の検査

農林水産省 安全保管者
（種苗業者）

安全保管団体
（種苗業者団体）

種苗管理センター

安全保管者
（種苗業者）

安全保管者
（種苗業者）

検査用試料
検査結果報告

種苗検査計画
検査結果報告

安全保管計画

安全保管計画

検査結果報告



別紙１－５

てんさい種子品種依頼証明

種苗管理センター

依頼者種苗管理センター

依頼者

依頼検査

証明依頼

検査及び証明書の発行

検査及び報告書
・証書の発行

検査依頼



岐 阜 奈 良 徳 島 熊 本
愛 知 和歌山 香 川 大 分
三 重 鳥 取 愛 媛 宮 崎
滋 賀 島 根 高 知 鹿児島
京 都 岡 山 福 岡 沖 縄
大 阪 広 島 佐 賀
兵 庫 山 口 長 崎

西日本農場分担地域

茨 城 東 京 福 井
栃 木 神奈川 山 梨
群 馬 新 潟 長 野
埼 玉 富 山 静 岡
千 葉 石 川

本所分担地域

北海道 宮 城 福 島
青 森 秋 田
岩 手 山 形

北海道中央農場分担地域

岐 阜 奈 良 徳 島 熊 本
愛 知 和歌山 香 川 大 分
三 重 鳥 取 愛 媛 宮 崎
滋 賀 島 根 高 知 鹿児島
京 都 岡 山 福 岡 沖 縄
大 阪 広 島 佐 賀
兵 庫 山 口 長 崎

西日本農場分担地域

茨 城 東 京 福 井
栃 木 神奈川 山 梨
群 馬 新 潟 長 野
埼 玉 富 山 静 岡
千 葉 石 川

本所分担地域

北海道 宮 城 福 島
青 森 秋 田
岩 手 山 形

北海道中央農場分担地域

種苗検査業務の実施体制（平成１８年度）

本　所
(種苗検査課)

北海道
中央農場

西日本農場

  表　　示 ○ ○ ○

  集　　取 ○ ○ ○

  発 芽 率 ○ ○ ○

  品種純度 ― ○ ○

  発 芽 率 ○ ○ ○

  病　　害 ○ ○ ○

  遺伝子組換
　え作物

○ ― ―

○ ― ―

○ ― ―

○ ○ ○

― ― ○

○ ― ―

○ ―
○

（試料抽出）

  依頼検査

表示検査

  生産等
　基準検査

  カルタヘナ法立ち入り検査等

  てんさい種子品種依頼証明

  EC向け輸出野菜種子

  園芸種子需給安定措置要領

  国内種子検査

  国際種子検査

実　施　場　所

項　目

  指定種苗
　制度に係
　る検査

別紙２
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